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ご利用者の主な事例 
一般社団法人もりおか架け橋の会 

A さん ８１歳 男性 妻７８歳との二人暮らし 

① 新聞掲載記事を見て契約。 

② 奥様に公正証書による遺言済み。奥様が先に亡くなられた場合は夫に公正証書による遺言済

み。 

③ 葬送は葬祭業者に事前予約をする。 

④ 墓所については今後検討していくこととした。 

対応 

① 葬儀社と事前相談を行い、寄り添い支援サービスの費用の範囲内での葬儀代とすることと

し、墓所も決定した。 

②近々、軽度のうつ病のきらいがあるため奥様の通院介助を行うこととしている。 

 

B さん ７２歳 女性 独居 

① 地域包括センターからの紹介。 

② 要支援１。足が悪く歩行困難のため主に通院、買い物代行等の支援。 

③ 離婚した夫名義の家に居住していたため、新たにアパートへ転居。 

④ 通院、買い物の付き添い支援を行う。 

⑤当初うつ状態であったが、支援員との関係が良好となり、外食をするようにまで回復した。 

対応 

①定期的通院介助を行っている。 

②相続人調査を行い、遺言書の作成の手続きを進めている。 
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C さん ７８歳 男性 妹７５歳との二人暮らし 

① 新聞掲載記事を見て契約。 

② 末期がんのため、２月４日緩和ケアのため入院、そのための身元保証及び連帯保証。 

③ 公正証書による遺言済み。遺言執行者、祭祀主宰者を当会が引き受け。 

④ 葬送は葬祭業者に事前予約。 

⑤ その後まもなくご逝去したため、相続手続き、各種行政手続きを行う。 

⑥ 妹さんも寄り添い支援サービスに加入しているため、引き続き支援を行っていく。 

 

対応 

①妹さんには、特に支援は実施していない。 

②お兄さんが海洋葬を希望していたため、八戸市の海洋葬を行う業者の情報を提供。 

 
 
 

D さん ８４歳 女性 独居(施設入居) 

①居宅介護支援事業所より紹介。 

対応 

①現在老人施設に入居、要介護４、一人娘の方が昨年孤独死、娘さん所有のマンションの鍵の開錠後、遺

品整理と特殊清掃を行った。 

②弁護士に娘さんの預貯金の相続と不動産については相続登記移転を依頼、その後売却予定。自宅につ

いても夫名義から本人へ相続登記の手続きを行う。自宅も売却の予定。 

③併せて相続人調査を実施。遺贈の公正証書を作成。 

④日常の金銭管理が困難なため、金銭管理を代行。 

担当ケアマネージャーの協力のもと金銭管理と生活支援を行っている。 

⑤祭祀主宰者を当会が引き受け。 

⑥遺言執行人は担当弁護士が引き受け。 

⑦ 能力の低下に備えて、担当弁護士と任意後見人契約を締結。 

⑧自宅も売却することで不動産業者に依頼中。 
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E さん ８５歳 男性 独居 

① 中核病院医療相談室より紹介。 

② 椎間板剥離のため中核病院に手術入院、そのための身元保証と連帯保証。 

③中核病院から退院後、リハビリ中心の病院に転院、転院先でのリハビリその後生活支援を行う

予定。 

対応 

①定期的通院介助を行っている。 

 
 

F さん ６６歳 男性 独居 

① 中核病院医療相談室より紹介 

② 肺がん等で入院中、要支援１。 

③ 退院後の自宅での通院、買い物などの全般的生活支援について希望。 

④自宅での生活は困難を極めることが想定されるので（ご本人は自宅での生活を希望）、当会の

居宅介護支援事業所が中心となり介護支援では訪問看護、訪問介護、福祉用具機器会社を含め

て退院後の支援対応を協議。介護サービス以外の支援を当会が担った。 

④ 自宅での暮らしを初めて見たものの、体調がすぐれず再度入院。 

⑤ その後、緩和ケア病棟にて過ごされたが、間もなくご逝去され、予め契約していた葬儀社が遺

体搬送し、火葬と墓地までの納骨を行った。 

⑥ 菩提寺による埋葬が行われた。 

⑦ その後、死後事務支援として、関東圏に居住する相続人のお兄さんとともに銀行口座の変更手

続きをはじめ、各種届出、自宅の片づけと庭木等の処理、等を行った。 
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G さん ８９歳 男性 妻８７歳との二人暮らし 

① 新聞掲載記事を見て契約。 

② 生活支援を希望。夫要支援１、妻要支援２。 

② 加入している葬儀社と葬儀の打ち合わせ確認を行う。 

③ 墓所手続き等の確認を行う。 

④ ご夫婦で寄り添い支援契約を締結した。 

⑤ 当面は、外食や買い物同行、家の整理・片付けの希望。 

⑥ 公正証書による遺言済み。遺言執行者、祭祀主宰者を当会が引き受け。 

⑦買い物や通院代行を行うが、自宅での生活は困難であると判断し、老人ホームに入居すること

となった。 

対応 

①夫婦で老人ホームへの入居支援。 

②夫婦での通院介助、買い物同行、自宅転居支援、自宅片付け支援。 

 
 

H さん ７０歳 男性 独居 

① セミナーに参加しての契約。 

② 入院手術が控えていることと、今後、親戚などへの迷惑をかけたくないため当会への加入とな

った。 

③ 現在は特段支援を求める状況にはないが、遺言や葬儀支援について希望。 

対応 

①遺言書の作成支援を行う予定。 

②葬儀の費用等について、菩提寺と協議を行う予定。 
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I さん ７4 歳 男性 独居(施設入居) 

① 介護施設からの紹介。 

② 老人ホームに入居、４０代に脳梗塞となり、身体が不自由で車いす利用、言語障害もある。ま

た、字を書くことは難しい。 

③ 現金・預金とも少額なため、空き家になっている自宅を売却し、今後の生活費に充てることと

した。 

④ 無事、自宅を売却することができ、当面の施設入居費の支払いには目途がついた。 

⑤今後は、施設と協力し通院等の同行支援をはじめ、遺言作成や祭祀主宰者、遺言執行人などを

決めていくこととしている。 

対応 

①遺言書の作成支援。公証人による施設への出張手続き。 

②自宅の売却が決定。(今後の生活費の確保の必要性) 

 
 

J さん ８８歳 女性 独居 

① 地域包括支援センターより紹介 

② 認知機能低下と統合失調症によりうつ状態であった。 

③ 入院先にて、医療相談室、当会、地域包括支援センター、民生委員、親戚、弁護士と今後の支

援策について、カンファレンス会議を行う。 

④ とりあえず、自宅から近隣の施設を利用することとし、いずれは老人ホームへの入居を検討す

ることとした。 

⑤ 当会の支援は、掃除、通院付き添い、買い物支援、金銭管理を行っている。 

対応 

①老人ホームに入居支援 

②通院同行支援。 

③金銭管理支援。 

④自宅の清掃管理支援。 
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K さん ７５歳 女性 独居 

① 社会福祉協議会からの紹介。 

② 現在特に支援を必要とする状況にはないが、九州から移り住んだこともあり、近くに身寄りが

いない。 

③ 子供二人がいるが遠隔地にいるため万一の時には支援を受けられない。 

④ 今後、老人ホーム入居や墓地のことなどお世話になりたい。 

⑤当面、盛岡市中心部に引っ越しを予定、足が若干悪いため通院同行の支援を希望。 

対応 

①公営住宅への引っ越し支援。 

②通院同行支援。 

 

L さん ６8 歳 女性 病院に入院、独居 

① 病院医療相談室からの紹介。 

② 糖尿病のため、病院に入院中。車椅子状態での生活。 

対応 

①外部病院への通院同行。 
②金銭管理支援 
③自宅へは戻れないため、自宅の売却手続きを行う。(今後の生活費の確保の必要性) 

 

M さん ８４歳 女性 独居 

①要介護１、通院同行や生活支援を希望。 
②自宅の処分や老人ホーム入居についてどうするか悩んでいる。 

対応 

①通院同行を実施。 
②老人ホーム見学を４ケ所実施。 
③相続人調査実施し、遺言書の作成予定。 

 


